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龍郷町議会だより

　 明 治 維 新 1 5 0 周 年 記 念 シ ン ポ ジ ウ ム

西郷隆盛と菊次郎
2 0 1 8 . 8 . 1 9日  

告　知

｜今年のお
米できました

｜

職員採用候補者試験について
県下一斉国保税滞納整理強化月間

好評/連載企画チャレンジだつごう

集落手作りのツアー

龍郷町の人口　平成30年６月末現在(前年比)　3,077世帯（+54） 男2,915人（+4） 女3,123人（+23） 計6,038人（+27）
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環境文化型
体験交流事業とは

第 3回

■
集
落
手
り
の
ツ
ア
ー

　

研
修
や
視
察
で
学
ん
だ
こ
と
を
振
り
返
り
な
が
ら
話
し

合
い
を
重
ね
、
い
よ
い
よ
ア
ラ
セ
ツ
満
喫
ツ
ア
ー
本
番
が

迫
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
初
め
て
の
取
り
組
み
で
し
た

の
で
、
実
証
実
験
と
し
て
芝
浦
工
業
大
学
の
学
生
さ
ん
か

ら
モ
ニ
タ
ー
役
を
募
集
し
、
と
に
か
く
立
ち
上
げ
る
こ
と

を
優
先
し
ま
し
た
。
た
だ
、
い
く
ら
実
験
と
は
言
っ
て
も
、

お
客
さ
ん
を
き
ち
ん
と
お
迎
え
す
る
為
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

つ
い
て
何
度
も
話
し
合
い
ま
し
た
。
話
し
合
っ
た
内
容
は
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
以
外
に
も
ア
ラ
セ
ツ
行
事
に
関
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
記
念
T
シ
ャ
ツ
の
製
作
な
ど
の
内
容
や
デ
ザ
イ

ン
に
至
る
ま
で
。
さ
ら
に
は
、
自
発
的
に
ウ
ェ
ル
カ
ム
ボ
ー

ド
を
作
っ
て
下
さ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
こ
う

し
た
み
ん
な
の
想
い
が
こ
も
っ
た
一
つ
一
つ
の
ア
イ
デ
ア

に
よ
っ
て
、
ツ
ア
ー
が
作
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
す
。
集
落

の
為
に
ツ
ア
ー
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
、
労
を
い
と
わ
ず
に

協
力
し
合
う
姿
勢
に
は
、
本
当
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

■
ア
ラ
セ
ツ
満
喫
ツ
ア
ー
、
開
催
！

　

い
よ
い
よ
本
番
、
ア
ラ
セ
ツ
行
事
は
、
旧
暦
八
月
の
初

丙(

は
つ
ひ
の
え)

の
日
に
行
わ
れ
る
た
め
、
平
日
に
な

る
場
合
が
あ
り
、
今
回
は
、
火
曜
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

平
日
に
も
関
わ
ら
ず
、
集
落
の
多
く
の
方
々
が
ツ
ア
ー
に

協
力
を
し
て
下
さ
り
、
草
刈
り
や
装
飾
な
ど
準
備
か
ら
本

番
ま
で
、
自
発
的
に
お
も
て
な
し
の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
、

見
事
に
集
落
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
ツ
ア
ー
で
し
た
。

盛
り
沢
山
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
行
事
と
の
両
立
、
早
朝
か

ら
夜
ま
で
、
と
て
も
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ

ん
の
お
蔭
で
、
事
故
も
な
く
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。
今

回
は
、「
イ
ベ
ン
ト
民
泊
」
と
い
う
、
行
事
の
開
催
期
間
中
、

一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
一
般
民
家
で
も
民
泊
が
出
来

る
観
光
庁
お
墨
付
き
の
新
し
い
制
度
を
活
用
し
ま
し
た
が
、

こ
の
民
泊
が
、
ツ
ア
ー
参
加
者
か
ら
大
好
評
で
し
た
。
民

　龍郷町は、地域の課題に果敢に挑む地域の

活動を応援し、地域によるチャレンジがますま

す拡がることを目指します。そして、このコー

ナーでは、秋名・幾里で動き出した「環境文化

型体験交流事業」とは、どんな活動なのかを

地域おこし協力隊の村上が連載形式でご紹介

します。

平成28年度平成29年度
７月~４月11月~８月３月~12月７月~４月11月~８月３月~12月

平成30年度
７月~４月11月~８月３月~12月

芝
浦
工
業
大
学

秋
名
幾
里
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・旧
秋
名
幼
稚
園
活
用
方
法
検
討

・シ
マ
の
魅
力
発
掘
調
査

・ア
ラ
セ
ツ
満
喫
ツ
ア
ー
実
施
提
案

・地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
助
成
金
に
応
募

・助
成
金
決
定

・ツ
ア
ー
実
行
委
員
会
発
足

　・研
修
第
１
弾

　・研
修
第
２
弾

　・先
進
地
視
察

　・ア
ラ
セ
ツ
満
喫
ツ
ア
ー（
実
証
実
験
）

・集
落
へ
法
人
設
立
提
案

・役
場
に
報
告

・役
場
よ
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
枠
活
用
打
診

・秋
幾
運
営
委
員
会
へ
報
告
、実
施
決
定

・法
人
設
立
準
備
委
員
会
発
足

・ア
ラ
セ
ツ
満
喫
ツ
ア
ー

・法
人
設
立

集落調査
集落と検討作業

活性化施策提案参考資料として
検討に活用

龍
郷
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊 

着
任

活 動 連 携

こ
れ
ま
で
の
活
動

今回ご紹介部分

民
泊
ス
タ
ー
ト
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泊
先
の
方
々
と
の

触
れ
合
い
を
と
て

も
喜
ん
で
下
さ
り
、

滞
在
型
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
醍
醐
味

と
は
、
人
と
の
交

流
な
ん
だ
な
あ
と
、

実
感
。
こ
う
い
っ

た
ス
タ
イ
ル
の
魅

力
が
若
者
に
も
確

実
に
届
く
こ
と
を

体
感
で
き
ま
し
た

し
、
民
泊
先
の
方
々

も
、
わ
が
子
を
見

送
る
よ
う
に
最
後
ま
で
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

■
祭
り
の
あ
と
、
振
り
返
っ
て
…

　

開
催
後
、実
行
委
員
会
で
、ツ
ア
ー
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

先
ず
は
、
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
、
全
員
の
満
足
度
が
高
く
、

誰
も
が
ま
た
来
た
い
と
答
え
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、

あ
ま
り
に
も
過
密
日
程
で
疲
れ
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
た
の

で
、
時
間
配
分
は
大
き
な
反
省
点
で
す
。
ま
た
、
今
回
は

２
万
円
／
人
（
２
泊
３
日
）
と
い
う
非
常
に
採
算
の
厳
し

い
価
格
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
学
生
に
は
高
い
印
象
が
あ

り
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
学
生
を
対
象
に
す
る
難
し
さ
も

感
じ
ま
し
た
。
次
に
、
開
催
メ
ン
バ
ー
の
感
想
で
す
。
ま

た
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
意
見
が
大
勢
、た
だ
、こ
こ
で
も
、

大
き
な
反
省
点
が
あ
り
ま
し
た
。
最
も
好
評
だ
っ
た
民
泊

先
の
負
担
が
大
き
か
っ
た
の
で
す
。
一
番
触
れ
合
い
が
多

い
民
泊
先
の
負
担
を
少
し
で
も
減
ら
す
工
夫
が
必
要
で
し

た
。
ま
た
、
民
泊
に
見
合
っ
た
誰
も
が
や
っ
て
み
た
い
と

思
え
る
水
準
の
報
奨
も
必
要
で
す
。
今
回
は
、
開
催
す
る

こ
と
が
目
標
で
し
た
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
価
格
設
定
、
報

奨
な
ど
の
「
さ
じ
加
減
」
を
含
め
、
良
い
所
も
悪
い
所
も

今
後
の
活
動
に
活
か
せ
る
非
常
に
多
く
の
ヒ
ン
ト
が
得
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
ツ
ア
ー
を
き
っ
か
け
に
、
ど
ん
な
活
動

を
進
め
て
行
く
の
か
、
こ
れ
か
ら
が
「
地
域
お
こ
し
」
の

本
番
で
す
。

この記事を書いた人

龍郷町地域おこし協力隊

村上 裕希（36 歳）

奈良県生駒市出身、横浜市育ち。

奄美の人々の温かさに魅了され、何度

も通ううちに移住を決意。大好きな島

に貢献するやりがいに魅かれ協力隊に

応募。妻と息子（3 歳）の３人で秋名

に暮らす。

民泊で伝統行事と島暮らしを満喫する３日間
～集落住民とのディープな触れ合いで「島の暮らし」

そして、450年の伝統を誇る「秋名のアラセツ行事」を体験～

詳しくは「のんびり奄美」
のサイトをご覧ください

今年も、民泊と
集落の人と一緒に祭事に参加出来る
体験ツアーをやります！

日程：2018年９月10日（月）
　　　～12日（水）２泊３日

代金：１名30,000円

定員：10名

【旅行企画実施】
奄美群島観光物産協会あまみ大島観光物産連盟営業所
鹿児島県奄美市名瀬末広町14-10   電話：0997-57-6233

【共同企画・共同実施】
アラセツ満喫ツアー実行委員会/龍郷町役場

アラセツ
満喫ツアー
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TatsugoTownTopics

6/
28
　県介護実習・普及センターと共催で行われたこの教
室には、約100名の老人クラブ会員が参加。社会福祉法
人興正会・出水の里の池上翔氏が講師を務め、認知症
についての理解を深めるとともに予防方法について学
びました。予防のひとつ、脳の活性化を促す運動として、

「おとといの夕食は
何を食べました
か？」といった質問
や、指体操などの
レクリエーションを
楽しみながら実践
しました。

龍郷町老人クラブ連合会
「楽らく脳の健康教室」

7/
7

　様々な研究成果を発表する「第３回高校生国際シン
ポジウム」全国第１位に選ばれた成瀬茉倫さん（芦
徳）。次のステージに向け芦徳集落主催「世界大会出場
壮行会」が行われました。成瀬さんのテーマは「地域
資源の活用による奄美の過疎対策」。壮行会では本番

同様に英語でのス
ピーチが行われ、参
加者を魅了しまし
た。また、集落の人
たちは祝い唄、八月
踊り、六調で成瀬さ
んを応援しました。

高校生国際シンポジウム全国1位
成瀬茉倫さん世界大会出場壮行会

官民一体のシンクタンク設置
第一回たつごうみらい会議

7/
２
　毎年７月は「社会を明るくする運動」強化月間で
す。今年も北大島保護司会龍郷支部のメンバーは、
町内一円で街頭キャンペーンを行いました。この運動
は犯罪や非行のない安全・安心な地域社会を築こう
とする全国的な運動です。保護司会・肥後初範会長

は「犯罪・再犯を減
らすため、集落・町
内の隅々まで運動
を広めてほしい」と
伝えました。

北大島保護司会龍郷支部
第68回社会を明るくする運動

7/
６
　「住みたいまち　たつごう」の実現を目標として
官民一体のシンクタンク『たつごうみらい会議』が
開会されました。町内の事業所や団体の代表を務
める16名を民間委員として委託。この日のテーマは
「町の現状と将来像」とし、魅力や課題点を様々な

立場から意見を
出し合いました。
次回は８月下旬に
開催し、本年度中
に提言書をまとめ
て町に提出する
予定とのこと。

７/
６～

　第72回県民体育大会第59回大島地
区大会が７月６日から21日にわたり開
催されました。龍郷町選手の記録は右
記の通り。みなさまお疲れさまでした。

第59回大島地区大会 ７月19日現在の記録のため、
21日開催の陸上競技については
次号でお伝えします。

龍郷町中央グラウンドでは軟式野球競技が開催されました

剣道

卓球

全空連
空手

　

水泳

ソフトボール男子
カヌー女子
ゴルフ
ラグビー

ハンドボール
女子バレーボール
男子バレーボール

個人の部　優勝  井上仁志
団体の部　第３位

成人男子50歳代　第２位  山名伸二
　　　　　　　　第３位  岩崎雄次
個人男子一般　　第３位  福山修一

女子個人組手　第２位  太未優
女子団体組手　第３位

総合　第２位
【 男　子 】

成年50ｍ自由形

成年50ｍ背泳ぎ
成年50ｍ平泳ぎ
成年50ｍバタフライ
30代50ｍ平泳ぎ
40代50ｍ自由形

第１位  藤原亮輔
第２位  榮淳平
第１位  中村雄大
第１位  前田海斗
第１位  中村雄志郎
第１位  壽藤淳次
第２位  南武明
第３位  村山健一郎

40代50ｍ平泳ぎ

40代50ｍバタフライ
50代50ｍ自由形
50代50ｍ平泳ぎ

【 女　子 】
40代50ｍ自由形
40代50ｍバタフライ

第１位  大司孝博
第２位  大司雄三
第２位  山田隆博
第３位  中村博志
第１位  大野正涼

第１位  当田文代
第１位  南千明

第３位

広
報
た
つ
ご
う

7
月
号

ト
ピ
ッ
ク
ス

チ
ャ
レ
ン
ジ

た
つ
ご
う

フ
ォ
ト

レ
ポ
ー
ト

総
務
課

保
健
福
祉
課

町
民
税
務
課

議
会
だ
よ
り

町
の
動
き

り
ゅ
う
が
く
館

そ
の
他

お
知
ら
せ



-5- Tatsugo

龍郷町
議会だより

発行 / 龍郷町議会
編集 / 議会だより編集委員会
〒 894-0192
大島郡龍郷町浦 110 番地
ＴＥＬ 0997-62-3111（内線 232）
ＦＡＸ 0997-62-2535

・一般質問（３名が登壇）・・・・・・６～８ページ

・議決結果   ・・・・・・・・・・・ ９ページ

平成３０年第２回定例会

第１７９号

　第 61回奄美群島市町村議会議員大会が５月16日（水）、徳之島農協２階ホールで開

催されました。各市町村から提出された議題８件が採択、平成 31年度以降の奄美群

島振興開発特別措置法の延長・充実や「奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島」

の世界自然遺産登録の推進など 18 項目が議決されました。（提出議題等は９ページに

掲載しています）

広
報
た
つ
ご
う

7
月
号

ト
ピ
ッ
ク
ス

チ
ャ
レ
ン
ジ

た
つ
ご
う

フ
ォ
ト

レ
ポ
ー
ト

総
務
課

保
健
福
祉
課

町
民
税
務
課

議
会
だ
よ
り

町
の
動
き

り
ゅ
う
が
く
館

そ
の
他

お
知
ら
せ



Tatsugo -6-

　

問　

　

町
づ
く
り
に
お
い
て
大
事
な

「
目
配
り
・
気
配
り
・
心
配
り
」

に
つ
い
て
、
取
り
組
み
状
況
や

効
果
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

各
種
団
体
等
の
会
合
へ
の

出
席
や
今
月
締
結
致
し
ま
し
た

「
包
括
協
定
」
に
よ
る
連
携
等
異

業
種
業
界
と
の
交
流
等
を
積
極

的
に
行
い
、
各
方
面
か
ら
の
情

報
収
集
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

町
民
フ
ァ
ー
ス
ト
で
町
づ
く
り

を
進
め
、
意
見
や
要
望
等
を
庁

舎
内
で
検
討
・
協
議
し
て
、
町

づ
く
り
の
施
策
に
反
映
し
、
町

民
と
の
温
度
差
や
距
離
感
の
解

消
を
図
り
、
よ
り
密
着
し
た
町

民
主
体
の
行
政
が
推
進
さ
れ
る

よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

て
い
ま
す
。
残
り
８
２
３
ｍ
の

間
に
つ
き
ま
し
て
は
、
字
混
乱

地
域
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

事
業
を
断
念
し
、
現
在
、
維
持

補
修
工
事
を
行
い
な
が
ら
通
行

の
安
全
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

問　

　

安
木
屋
場
鯨
浜
一
帯
の
自
然

を
生
か
し
た
観
光
拠
点
施
設
と

し
て
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
、

本
町
の
お
考
え
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

平
成
29
年
３
月
に
奄
美
群
島

国
立
公
園
の
第
２
種
特
別
地
域

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

一
帯
は
、
西
郷
南
洲
流
謫
跡
や

笹
森
儀
助
の
顕
彰
碑
、
島
の
ブ

德永 義郎 議員

推
薦
書
を
再
提
出
し
、
再
度
審
査

を
受
け
る
こ
と
が
最
適
な
方
法

で
あ
り
、
か
つ
早
道
で
あ
る
と
判

断
し
て
お
り
、
共
同
推
薦
者
で
あ

る
環
境
省
や
林
野
庁
と
も
連
携

し
来
年
２
月
１
日
ま
で
の
再
提

出
と
確
実
な
登
録
を
目
指
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

問　

　

環
境
教
育
の
取
り
組
み
状
況
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

環
境
省
、
鹿
児
島
県
、
本
島

内
５
市
町
村
と
連
携
し
、
希
少

野
生
動
植
物
保
全
、
外
来
生
物

対
策
に
お
け
る
取
り
組
み
や
適

正
な
保
護
と
利
用
に
関
す
る
こ

と
な
ど
、
広
報
誌
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
配
布
な
ど
、
住
民
の
皆
様
へ

お
伝
え
す
る
様
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
将
来
を
担
う
子
供

た
ち
を
対
象
に
「
奄
美
大
島
子
ど

も
世
界
自
然
遺
産
講
座
」を
計
画
、

奄
美
大
島
、
屋
久
島
の
２
つ
の
地

域
で
そ
れ
ぞ
れ
の
自
然
や
生
き

物
、
ま
た
そ
れ
ら
を
保
護
す
る
取

り
組
み
、
併
せ
て
歴
史
文
化
を

学
び
自
然
環
境
の
保
全
と
継
承
、

心
豊
か
な
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

問　

　

人
材
バ
ン
ク
設
立
へ
の
お
考

え
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

人
材
バ
ン
ク
設
立
の
有
無
に

つ
き
ま
し
て
は
、
将
来
的
に
は

多
職
種
、
各
年
層
の
バ
ン
ク
設

立
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
当
面
は
現
行
の
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
強
化
を
図
り

な
が
ら
、
今
後
進
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
各
種
協
議
会
や
駐
在

員
な
ど
関
係
機
関
の
ご
協
力
も

い
た
だ
き
な
が
ら
人
材
の
把
握

を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

問　

 　

戸
口
～
崎
原
線
の
早
急
な

整
備
と
今
後
の
計
画
予
定
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

本
路
線
は
昭
和
56
年
か
ら
県

代
行
事
業
と
し
て
平
成
７
年
ま

で
に
２
，
６
８
０
ｍ
を
完
成
し

ル
ー
ス
の
歌
碑
か
ら
荒
波
地
区

へ
と
続
く
、
素
晴
ら
し
い
景
観

の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
整
備
計
画
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
年
度
に
設
立
を
行
う
、

シ
ン
ク
タ
ン
ク
「
た
つ
ご
う
み

ら
い
会
議
」
な
ど
に
お
い
て
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

問　

　

世
界
自
然
遺
産
登
録
の
推
薦

書
取
り
下
げ
、
再
提
出
へ
向
け

て
の
本
町
の
取
り
組
み
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
の
評
価
に
お
い
て

は
、
登
録
に
向
け
た
明
確
な
道
筋

が
示
さ
れ
て
お
り
、
確
実
な
登
録

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
早
期
に

町
政
の
進
め
方
に
つ
い
て

雇
用
拡
大
に
む
け
て

観
光
振
興
に
つ
い
て

町
道
整
備
に
つ
い
て

世
界
自
然
遺
産
登
録

に
つ
い
て

戸口～崎原線の様子

安木屋場鯨浜

広
報
た
つ
ご
う

7
月
号

ト
ピ
ッ
ク
ス

チ
ャ
レ
ン
ジ

た
つ
ご
う

フ
ォ
ト

レ
ポ
ー
ト

総
務
課

保
健
福
祉
課

町
民
税
務
課

議
会
だ
よ
り

町
の
動
き

り
ゅ
う
が
く
館

そ
の
他

お
知
ら
せ
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問　

　

町
内
に
は
観
光
案
内
板
が
一

つ
し
か
無
い
が
、
今
後
の
整
備

計
画
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

本
町
に
は
各
集
落
に
豊
か
な

自
然
・
文
化
資
源
を
有
し
て
お

り
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
た
集
落

活
性
化
に
資
す
る
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を

発
信
す
る
情
報
ツ
ー
ル
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
奄

振
事
業
を
活
用
し
て
今
年
度
か

ら
来
年
度
に
か
け
て
、
各
集
落

の
地
域
資
源
を
紹
介
す
る
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
の
制
作
を
行
い
、
旅

行
者
と
地
域
を
繋
ぐ
取
り
組
み

を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
連

動
し
た
観
光
案
内
板
を
町
内
16

こ
し
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

問　

　

ハ
ー
ト
ロ
ッ
ク
へ
の
観
光
客

の
駐
車
場
不
足
や
ト
イ
レ
、
売

店
等
の
設
置
に
つ
い
て
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

駐
車
場
の
確
保
や
ト
イ
レ
の

設
置
も
課
題
で
す
。
来
島
者
の

足
を
龍
郷
町
に
と
ど
め
る
整
備

を
進
め
ま
す
。

田畑 浩 議員

ケ
所
に
設
置
し
、
旅
行
者
の
町

内
周
遊
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
外
国
人
旅
行
者
の
増

加
を
見
据
え
、
看
板
の
多
言
語

化
も
合
わ
せ
て
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

問　

　

20
集
落
あ
る
の
に
、
な
ぜ
16

ケ
所
な
の
か
。

　

答
（
企
画
観
光
課
長
）　

　

秋
名
・
幾
里
で
１
つ
、
瀬
留
・

玉
里
で
１
つ
、
戸
口
で
１
つ
と

し
て
、
16
ケ
所
と
し
ま
し
た
。

　

問　

　

観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
つ
い
て
の

掘
り
起
こ
し
と
今
後
の
有
効
活

用
に
つ
い
て
。

　

答
（
町
長
）　

　

本
町
で
は
、
平
成
26
年
・
27

年
度
に
教
育
委
員
会
に
よ
り
、

町
内
20
集
落
の
集
落
遺
産
調
査

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
資
料
や
龍
郷
町
誌
、
平

成
24
年
度
に
制
作
し
た
「
龍
郷

町
文
化
財
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
な

ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
各
集
落

の
方
か
ら
の
聞
き
と
り
等
を
行

い
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
掘
り
起

観
光
振
興
に
つ
い
て

次の定例会は９月中旬を
予定しています

あなたも議会を傍聴してみませんか？

場所：龍郷町役場２Ｆ
当日は受付用紙に

住所氏名を記入

するだけです。

赤尾木にある龍郷町案内板

喜瀬にある笠利地区案内板宇検村観光案内板

　議会で行われる一般質問は、イ

ンターネットの生中継でもご覧い

ただけます。龍郷町ホームページ

の「町議会」「USTREAM 龍郷町議会

中継」へとお進みください。

広
報
た
つ
ご
う

7
月
号

ト
ピ
ッ
ク
ス

チ
ャ
レ
ン
ジ

た
つ
ご
う

フ
ォ
ト

レ
ポ
ー
ト

総
務
課

保
健
福
祉
課

町
民
税
務
課

議
会
だ
よ
り

町
の
動
き

り
ゅ
う
が
く
館

そ
の
他

お
知
ら
せ
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問　

　

町
の
方
針
と
進
捗
状
況
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

整
備
を
す
る
方
向
で
考
え
て

お
り
ま
す
が
、
整
備
予
定
土
地

所
有
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。

荒
波
地
区
活
性
化
委
員
会
、
ま

た
地
元
集
落
か
ら
予
定
地
の
同

意
書
を
提
出
頂
き
、
買
収
が
可

能
と
な
れ
ば
整
備
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

問　

　

候
補
地
の
地
権
者
と
話
は
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。

　

答
（
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
長

）

　

第
一
候
補
地
で
動
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
整
備
計
画
範

囲
が
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

問　

　

整
備
の
時
期
、
目
標
は
い
つ

頃
か
。

　

問　

　

前
執
行
部
時
の
契
約
で
あ
る

が
、
議
決
を
要
し
な
い
面
積
や

金
額
で
あ
っ
て
も
複
雑
な
協
議

に
な
る
場
合
は
、
今
後
は
議
会

へ
の
説
明
が
必
要
で
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

町
長
選
挙
で
は
、
施
策
に
お

い
て
は
議
会
や
町
民
の
皆
様
に

説
明
を
し
て
事
業
展
開
を
し
て

い
く
と
約
束
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
職
員
に
も
同
様
に
指
導
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

問　

　

こ
の
土
地
の
今
後
の
活
用
方

針
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

将
来
は
町
民
や
議
会
の
皆
様

の
ご
意
見
や
ご
提
言
を
お
聞
き

し
て
住
民
福
祉
の
向
上
に
有
効

活
用
で
き
る
よ
う
な
施
策
を
展

開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

圓山 和昭 議員

　

答
（
町
長
）　

　

地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
慎
重

に
対
応
し
、
全
力
を
挙
げ
て
取

り
組
み
ま
す
。
４
年
間
で
目
途

を
つ
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

問　

　

こ
の
土
地
を
取
得
し
た
目
的
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

同
敷
地
は
社
会
福
祉
施
設
事

業
者
が
活
用
し
た
い
と
い
う
意

向
が
あ
り
、
町
と
し
て
も
福
祉

の
向
上
や
雇
用
の
拡
大
に
も
繋

が
る
こ
と
か
ら
判
断
し
て
紹
介

し
た
経
緯
が
あ
る
が
、
現
在
は

駐
車
場
と
し
て
活
用
し
て
い
ま

す
。

　

問　

　

取
得
の
決
裁
は
い
つ
行
わ
れ

た
の
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

土
地
売
買
契
約
に
つ
き
ま
し

て
は
平
成
29
年
10
月
６
日
に
地

権
者
と
契
約
を
結
ん
で
お
り
ま

す
。

　

問　

　

懲
戒
処
分
に
至
っ
た
経
緯

は
。

　

答
（
町
長
）　

　

答
弁
の
前
に
、
こ
の
度
こ
の

よ
う
な
事
案
を
起
こ
し
た
こ
と

は
町
民
へ
の
背
信
行
為
で
全
体

の
奉
仕
者
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く

な
い
行
為
と
し
て
町
民
の
皆
様

に
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

飲
酒
運
転
に
よ
る
物
損
事
故

を
起
こ
し
、
道
路
交
通
法
違
反

に
よ
り
刑
事
処
分
、
行
政
処
分

を
受
け
ま
し
た
。
懲
罰
処
分
審

査
委
員
会
を
開
催
し
停
職
３
箇

月
の
処
分
を
致
し
ま
し
た
。

　

問　

　

再
発
防
止
対
策
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

日
頃
か
ら
指
導
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
懲
戒
処
分
後
の

幹
部
会
に
お
い
て
処
分
の
報
告

と
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
、
厳
し
く
課
長
を
通

じ
て
職
員
へ
指
導
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

問　

　

期
待
さ
れ
る
効
果
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

関
係
す
る
規
制
基
準
を
合
格

し
て
お
り
、
１
年
間
の
無
償
提

供
で
現
在
、
海
岸
漂
着
物
の
処

理
実
証
試
験
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、
作

業
の
効
率
化
・
費
用
対
効
果
な

ど
の
デ
ー
タ
を
検
証
し
、
活
用

に
つ
い
て
総
合
的
に
判
断
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。　

　

問　

　

近
隣
市
町
村
や
大
島
地
区
衛

生
組
合
と
連
携
し
た
調
査
・
研

究
は
で
き
な
い
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

大
島
地
区
衛
生
組
合
組
織
の

中
で
、
様
々
な
施
策
に
つ
い
て

協
議
を
行
い
、
ゴ
ミ
問
題
に
つ

い
て
環
境
に
配
慮
し
た
対
策
を

講
じ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

荒
波
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場
整
備
に
つ
い
て

民
有
地
取
得
に
つ
い
て

（
役
場
前
の
土
地
）

小
型
焼
却
炉
に
つ
い
て

（
チ
リ
メ
ー
サ
ー
）

職
員
懲
戒
処
分
に
つ
い
て

広
報
た
つ
ご
う

7
月
号

ト
ピ
ッ
ク
ス

チ
ャ
レ
ン
ジ

た
つ
ご
う

フ
ォ
ト

レ
ポ
ー
ト

総
務
課

保
健
福
祉
課

町
民
税
務
課

議
会
だ
よ
り

町
の
動
き

り
ゅ
う
が
く
館

そ
の
他

お
知
ら
せ
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議決結果

承認(全員）

承認(全員）

承認(全員）

承認(全員）

承認(全員）

承認(全員）

承認(全員）

承認(全員）

原案可決(全員）

原案可決(全員）

・龍郷町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める 原案可決(全員）

　条例の制定

原案可決(全員）

原案可決(全員）

原案可決(全員）

〔提出議題〕

１．平土野港多機能港湾新設整備について（徳之島町・天城町・伊仙町提出）

２．乳幼児医療費助成事業・ひとり親家庭医療費助成事業・重度心身障害者(児)医療費助成事業

    の窓口無料化について（和泊町・知名町・与論町提出）

３．主要地方道名瀬瀬戸内線の大金久～戸円間トンネルの早期実現について

　　（大和村・宇検村・瀬戸内町提出）

４．国道５８号おがみ山バイパスの整備推進について（奄美市提出）

５．喜界空港の整備について（龍郷町・喜界町提出）

６．奄美群島における海岸線の油の漂着について（議長会提出）

・平成29年度龍郷町後期高齢者医療特別会計補正予算(第3号）

　定める条例の一部を改正する条例

・平成29年度龍郷町デジタル放送事業特別会計補正予算(第1号）

・平成29年度龍郷町介護保険事業特別会計補正予算(第4号）

・龍郷町税条例等の一部を改正する条例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・龍郷町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を

（　議　案　）

・龍郷町ふるさと納税基金条例の一部を改正する条例

・平成29年度龍郷町生活排水処理事業特別会計補正予算(第3号）

・龍郷町辺地総合整備計画策定

第61回奄美群島市町村議会議員大会（5月16日・徳之島町）

・平成30年度龍郷町一般会計補正予算(第1号）

・平成30年度龍郷町水道事業会計補正予算(第1号）

第2回定例会で審議された案件と議決結果

・龍郷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

・平成29年度龍郷町一般会計補正予算（第8号）

・平成29年度龍郷町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算(第5号)

案　　　　　　　件  

（　承　認　）
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菊
次
郎
ゆ
か
り
の
地

台
湾
宜
蘭
市
を
表
敬
訪
問

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」

の
放
送
や
、
明
治
維
新
１
５
０
年
の
節

目
に
あ
た
る
本
年
。
本
町
出
身
で
名
誉

町
民
で
も
あ
る
西
郷
菊
次
郎
翁
を
縁
と

し
た
台
湾
宜
蘭
市
と
の
今
後
の
交
流
に

向
け
、
竹
田
町
長
を
は
じ
め
一
行
が
視

察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
宜
蘭
市
役
所

を
表
敬
し
た
際
に
は
江
聰
淵
市
長
よ
り

「
今
回
の
訪
台
を
き
っ
か
け
に
ビ
ジ
ネ

ス
や
文
化
交
流
な
ど
を
行
っ
て
い
き
た

い
。」
と
今
後
の
交
流
に
前
向
き
な
コ

メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
菊
次
郎
は
、
明
治
29
年
に
台
湾
県
支
庁

長
、
30
年
に
は
宜
蘭
の
初
代
支
庁
長
に
任

命
さ
れ
ま
し
た
。
菊
次
郎
は
当
時
氾
濫
を

繰
り
返
し
て
い
た
宜
蘭
川
に
堤
防
を
築
き
、

そ
の
防
波
堤
は
「
西
郷
堤
防
」
と
し
て
い

ま
で
も
現
存
し
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
の
功

績
を
称
え
、
地
元
有
志
が
「
西
郷
庁
憲
徳

政
碑
」
と
し
て
石
碑
と
建
立
し
ま
し
た
。

　
菊
次
郎
の
功
績
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

龍
郷
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
り
ゅ
う
が
く

館
文
化
財
展
示
室
で
開
催
中
の
特
別
企
画

展
「
西
郷
隆
盛
と
菊
次
郎
展
」
を
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
６
月
27
日
に
行
わ
れ
た
記
者
へ
の
報
告

会
の
中
で
竹
田
町
長
は
「
菊
次
郎
翁
の
功

績
を
視
察
す
る
こ
と
が
で
き
と
て
も
有
意

義
な
研
修
で
あ
っ
た
。
今
後
、
色
々
な
形

で
人
や
物
の
交
流
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。」
と
語
り
ま
し
た
。
ま
た
碇
山
教
育

長
か
ら
は
「
ぜ
ひ
、
子
ど
も
達
も
交
流
す

る
機
会
を
作
り
た
い
。」
と
の
発
言
も
あ

り
ま
し
た
。

こ
う  

そ
う
え
ん

台湾総督府に提出された
菊次郎の履歴書には龍郷町の
文字がはっきり明記されている

親指を立てるポーズは「歓迎」を表す

宜蘭川に架かる西郷橋

台日友好記念として黒糖焼酎を贈呈した

西郷庁憲徳政碑

▼宜蘭市

鹿児島空港へ
約45分

台北桃園空港から
宜蘭市へ約1時間

鹿児島空港から
台北桃園空港へ約２時間

奄美大島

台湾

台湾宜蘭県宜蘭市
宜蘭県政府の所在地   人口約 9.5 万人
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平成３０年度
龍郷町職員採用候補者（１次）試験について

龍郷町民間企業等職務経験者職員採用候補者（１次）試験について

標記試験を以下のとおり実施しますので、お知らせします。

１．採用職種・人員及び受験資格

 龍郷町職員採用候補者（１次）試験

原則として、採用と同時に町内に居住できる者及び次の要件を満たす者

試験

区分
職 種

採用予定

人 員
受 験 資 格

行政職

一般事務 若 干 名 昭和 年４月２日から平成 年４月１日までに生まれた者

保 育 士 若 干 名
昭和 年４月２日以降に生まれた者で、保育士資格を有する者又は

平成 年３月 日までに取得見込みの者

土木技師 若 干 名
昭和 年４月２日以降に生まれた者で土木を専攻した者又は土木

工事施工事業所等において６か月以上継続して職務経験を有する者

 龍郷町民間企業等職務経験者職員採用候補者（１次）試験

原則として、採用と同時に町内に居住できる者及び次の要件を満たす者

試験

区分
職 種

採用予定

人 員
受 験 資 格

行政職

一般事務 若 干 名

（１）昭和 年４月２日から昭和 年４月１日までに生まれた者

（２）民間企業等において５年以上、職務経験を有する者（平成

年３月 日現在）

「民間企業等における職務経験」には、会社員、自営業者等として

６か月以上継続して就業した期間が該当します。職務経験が複数の

場合には、通算することができますが、同一期間内に複数の職務に

従事した場合は、いずれか一方のみの職歴に限ります。

なお、最終合格決定後、職務経験確認のため、職歴証明書等の提

出をしていただきます。

保育士 若 干 名

（１）昭和 年４月２日から昭和 年４月１日までに生まれた者

（２）保育士の資格を有する者

（３）民間企業等において保育士として５年以上、職務経験を有す

る者（平成 年３月 日現在）

「民間企業等における職務経験」には、保育士として６か月以上継

続して就業した期間が該当します。職務経験が複数の場合には、通

算することができますが、同一期間内に複数の職務に従事した場合

は、いずれか一方のみの職歴に限ります。

なお、最終合格決定後、職務経験確認のため、職歴証明書等の提

出をしていただきます。

２．試験内容／ 教養試験・職場適応性検査・作文等

３．試 験 日／ 平成 年 月 日（日）

４．試験場所／ 龍郷町役場２階会議室等

５．受付期間／ 申し込みの受付は，平成 年７月 日（水）から平成 年８月 日

（水）までとする。（郵送の場合も８月 日までの消印に限る）

６．受験申込書の配布／ 龍郷町役場総務課または，龍郷町ホームページにも掲載してあります。

７．郵便請求の場合／ 封筒の表に【受験申込書請求】と朱書きし， 円分の切手を貼った宛

先明記の角２号封筒（ × ｍｍ）を必ず同封して請求先へ送付して

下さい。

８．問合わせ先

〒 鹿児島県大島郡龍郷町浦 番地

龍郷町役場総務課人事係

電話 － － （内線 ）
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からだと心に優しい
「がん陽子線治療」

●陽子線治療とは
　陽子線は従来の放射線とは異なり、身体の中を通過せずに止まる
性質があります。また、止まる位置でエネルギーが最大になるという物
理特性があり、そのため、身体の中のがん病巣のみを狙い撃ちできる
ので、まわりの正常組織への影響を最小限に抑えることが可能です。

●保健適用拡大
　厚生労働省、先進医療会議で陽子線治療の有効性と安全性が評価
された結果、2018年4月から前立腺がん、外科切除できない骨や筋肉
などにできる骨軟部腫瘍、頭頸部がんの一部に、それぞれ健康保険が
適用されることになりました。

●特徴やメリット
①治療時の苦痛がほとんどない  ②副作用の心配が少ない  ③治療は
１日1回・15分～30分程度  ④基本的に入院の必要がない  ⑤スケ
ジュール通りに治療が完了できる

●治療実績（2018年４月30日現在）　合計２，５２２名

〇前立腺８７９名  〇肺４４５名  〇肝・胆管５１５名  〇腎臓１７名  〇頭頸部
１３１名  〇膵臓２３２名  〇骨軟部５３名  〇転移がん１６８名  〇その他８２名   

●陽子線治療適応部位

※１ 口腔・咽喉頭の扁平上皮癌を除く
※２ 限局性並びに局所進行性の転移を有するものを除く
※３ 手術による根治的な治療が困難である限局性のもの
※４ 診断時20歳未満で限局性の固形悪性腫瘍に限る

一 般
社 団
法 人

８月は

県下一斉
国保税滞納整理

強化月間です

国 保 税 は 国 保 制 度 を 支 える貴 重
な財 源です 。龍 郷 町を含む県内す
べての市町 村で、今 年度から、8月
と12 月を「 国 保 税 滞 納 整 理 月間 」
と定め、納税 意 識を高める取 組や
納税相談 等を実 施します。滞納ダメ！

■問合先　町民税務課 国保税係　☎６９－４５１３（直 通）

　　メディポリス医学研究所
メディポリス国際陽子 線治療センター
〒891-0304 鹿児島県指宿市東方4 423
Mail  info@medipol is .org
 Hp ht tp: //w w w.medipol is .org
 Tel  0993-２３-５１８８ Fax 0993-２４-３４５０

どのようなことでも
ご遠慮なく
お問い合わせください
●患者さん相談 窓口●
☎０１２０-８０４-８８１

納 付 は 、納 期 内 の自 主 納 付 が
原 則 で す 。納 期 を 過 ぎ た 場 合
は、本来の税金のほかに「督 促

手数料」・「延滞金」を納めていただきます。

納期限内納付に

ご協力ください

納 期 期日に指 定の 預 貯 金口 座
から自動的に振替ができます。
納 付 忘 れや 納 付のために出か

ける手間を省くことができ、非常に便利です。ぜ ひ
ご利用ください。

口座振替を

ご利用ください

国 保 税 が 未 納 に なっており再
三の 催 告 にも応じて いた だ け
な い 場 合 は 、国 保 税 の 負 担 の

公平性を確保する観点から、財産の差押えなどの
滞 納 処 分を行う場 合 があります 。また 、特 別な 理
由がなく滞 納が 続くと 、通常の 保 険 証より有 効 期
間 の 短い 短 期 被 保 険 者 証 や 、医 療 機 関で 受 診 の
際に一 時的に窓口で 全 額自己負担（ 10 割負担 ）し
ていただく被保険者資格証明書が交付されます。

滞納すると…

医 療 機 関 に か からなくても保
険 税を納 付してください 。国民
健 康 保 険 は 、万 一 の 病 気や ケ

ガなどの時に安心して十 分な医療が受けられるよ
うに、お互いで負担し、助け合う制度です。そのた
め、加入しているみなさんは、それぞれの収入や加
入 人 数に応じて国 民 健 康 保 険 税を負 担していま
す 。医 療 機 関 にか からず保 険 証を 使 わなくても 、
国民健 康 保険税は納めなければなりません。

医療機関に

かからなくても…

災害 、失 業 、病 気 などの やむを
得ない 事情で 国 保 税を 納 期 限
まで に 納 め ることが で きな い

場合は、お早めに町民税務課へご相談ください。

納付が困難…

ご相談ください

納 期 が 過ぎ て納 付 書が 使 えな
くなった場 合 や 納 付 書 を 紛 失
して納付できない場合は、町民

税務課で納付書の再発行ができます。放っておか
ずに、直接もしくは電話でお問合せください。

納付書を

紛失した場合

町
民
税
務
課

保
健
福
祉
課
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無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共
同

で
開
催
し
て
お
り
、龍
郷
町
民
の
方
に
つ
い

て
も
無
料
で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
30
年
８
月
相
談
日
　
派
遣
相
談 

※

必
ず
電
話
予
約
が
必
要
で
す（
先
着
順
）

･

８
／
９（
木
）

　
大
倉
克
大
弁
護
士

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

･

８
／
16（
木
）

　
鈴
木
穂
人
弁
護
士

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

･

８
／
23（
木
）

　
枦
晃
弘
弁
護
士

　
午
前
11
時
〜
午
前
12
時

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

◇
時
間
は
一
人
30
分
間
で
す
。（
事
前
に
相
談
内
容
を

ま
と
め
て
お
く
と
効
率
的
で
す
。ま
た
、同
じ
人
が
続
け

て
申
込
さ
れ
る
こ
と
は
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま
す
）

◇
問
合
先
・
予
約
先

奄
美
市
役
所
市
民
恊
働
推
進
課

市
民
係
生
活
係

☎
５
２‐

１
１
１
１（
内
線
１
７
１
６
）

受
付
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
相
談
内
容
が
弁
護
士
で
よ
い
か
分
か
ら
な
い
場
合
も

市
民
生
活
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
度
自
衛
官
募
集
案
内

◇
問
合
先

〒
８
９
４-

０
０
２
３

奄
美
市
名
瀬
永
田
町
17‐

３

大
島
支
庁
内
　
別
館
３
階

飼
い
猫
の
適
正
な
飼
養
及
び
管
理

　
町
で
は
、「
飼
い
猫
の
適
正
な
飼
養
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
」を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
、飼
い
猫
の
避
妊
・
去
勢
手
術
お

よ
び
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
装
着
を
支
援
す
る

た
め
の
助
成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
、

原
則
と
し
て
今
年
度
限
り
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。助
成
額
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、希
望
さ
れ
る
場
合
は
、お
早
め
に

申
請
書
を
ご
提
出
し
て
下
さ
い
。

◇
申
し
込
み
対
象

　
飼
い
猫
登
録
さ
れ
て
い
る
猫
、そ
の
他
規

則
に
基
づ
く
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

◇
必
要
な
物

　
印
鑑

　
詳
し
く
は
、生
活
環
境
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
先
・
申
込
先

役
場
生
活
環
境
課
　
☎
６
９-

４
５
２
５

龍
郷
町
戦
争
犠
牲
者
追
悼
式

　来
る
８
月
15
日
の
終
戦
記
念
日
に
あ
た

り
、本
年
も
日
清
・
日
露
戦
争
以
降
の
本

町
出
身
戦
争
犠
牲
者
に
対
し
て
、町
を
挙

げ
て
哀
悼
の
意
を
捧
げ
る
た
め
、左
記
日

程
に
よ
り
追
悼
式
を
挙
行
致
し
ま
す
。町

民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、戦
争
犠

牲
者
へ
の
追
悼
と
世
界
の
恒
久
平
和
を

祈
念
し
、ラ
ジ
オ
、テ
レ
ビ
の
時
報
に
合

わ
せ
て
正
午
か
ら
１
分
間
の
黙
祷
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

◇
日
時
　
平
成
30
年
８
月
15
日（
水
）

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
よ
り

◇
場
所
　「
平
和
の
塔
」前（
予
定
）

◇
問
合
先

住
民
税
務
課
課
　
☎
６
９-

４
５
１
３

TEL

:167,700

:131,800
:176,000

( ) ( )

( ) ( )

( ) ( )

☎
０
９
９
７-

５
３-

９
１
０
３

自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部

奄
美
大
島
駐
在
員
事
務
所

※

そ
の
他
、詳
細
に
つ
い
て
は
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
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そ
の
他

お
知
ら
せ

りゅうがく館だより 平成 30 年

７月号

お願い

新着図書案内
●一般書● ●児童書●

いよいよ夏本番です！子どもたちは夏休みで大はしゃぎですね☆

大人も負けないように、夏バテ対策がんばりましょう！

『ヒュッゲ ～365日「シンプル
な幸せ」のつくり方～』 

（マイク・ヴァイキング/三笠書房）
「ヒュッゲ」とは、デンマーク語で「
心地よさ」や「人とともにいるとき
に感じるぬくもり」、「不安のない
状態」を表すことば。「世界一幸福

な国」と称される北欧デンマークの、本当に大切な
人、ものと暮らす、心あたたかい生きかた。その秘密
を紹介する本書は、ヨーロッパから火がついて地球

的ベストセラーに。お気
に入りの音楽をかけて、
とっておきのお茶を淹れ
て…さあ、ヒュッゲな生
活を始めてみようか。

『おしっこちょっぴり
もれたろう』

（ヨシタケ シンスケ
/PHP研究所）
「でも、いいじゃないか。
ちょっぴりなんだから。
ズボンをはいたらわか
んないんだから。しばら

くするとかわくんだから。」全国の、特に男の子をもつ
母親から圧倒的な支持を受けるこの絵本を読むと、
我が家のもれたろうを真剣には怒れなくなってしまう
かもしれない。子どもも大人も笑いと共感の渦に巻き
込むヨシタケシンスケのユーモア絵本、最新刊！

｜今月のおすすめ｜

｜今月のおすすめ｜

・『SHOE DOG』 （フィル・ナイト/東洋経済新報社）

・『アルツハイマー病　真実と終焉』
 （デール・ブレデセン/ソシム）

・『見に行ける　西洋建築歴史さんぽ』 
（玉手 義朗/世界文化社）

・『マンガでおさらい中学数学』 （春原 弥生/KADOKAWA）

・『もう「はい」としか言えない』 （松尾 スズキ/文藝春秋）

・『万引き家族』 （是枝 裕和/宝島社）

・『院長の恋』（大活字本） （佐藤 愛子/埼玉福祉会）

・『未来の年表』 （河合 雅司/講談社）　　　他、合計50冊

・『ももんちゃん ぴょ～ん』 （とよた かずひこ/童心社）

・『よるのおと』 （たむら しげる/偕成社）

・『禎子の千羽鶴』 （佐々木 雅弘/学研）

・『学校では教えてくれない大切なこと 16』 
（オオタ ヤスシ/旺文社）

・『終わりなき侵略者との闘い』 （五箇 公一/小学館）

・『小学生の絵画　とっておきレッスン　新装版』
 （ミノオカ・リョウスケ/メイツ出版）

・『スウェーデンの森の昔話』
 （アンナ・クララ・ティードホルム/ラトルズ）

・『アニメドキュメント あの日、僕らは戦場で―少年
兵の告白』 （NHKスペシャル制作班/新日本出版社）

・『雪渡り Snow Crossing』 （宮沢 賢治/ラボ教育センター）

　　　他、合計51冊

りゅうがく館２階「奄美・龍郷 島ミュージアム」の開室時間は

午前９時～午後５時（入室は午後４時３０分まで）となっています。

見学される方は、時間に余裕を持ってお越しください
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フウラン
　ラン科の常緑多年草の植物で絶滅危惧種Ⅱ類に指定されていま

す。他の植物の幹に着生して生息しています。小さいですが非常に綺
麗な花をたくさん咲かせ上品な香りを漂わせ目や鼻も楽しませてく
れます。高い場所に着生してますので香りを嗅ぐことは難しいです
が、昆虫に受粉してもらうために昆虫の活発に行動する昼間は香り
を強く漂わせあまり行動しない夜は香りを弱くします。開発や乱獲
により数が激減していますが、奄美自然観察の森では数株あります
ので今の時期に開花していますので観察できます。ちなみにフウラ
ンを含む奄美大島全てのラン科の植物は絶滅危惧種に指定されてい
ますので見つけても採取せずそっと見守ってあげてください。

寄
付
の
お
礼

大
阪
市
大
正
区
　
吉
田
廣
巳
様
よ

り
広
報「
た
つ
ご
う
」へ
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
今
月
の
広
報
た
つ
ご
う
、い
か

が
で
し
た
か
？
記
事
へ
の
ご
意

見
・
ご
感
想
、身
の
回
り
で
起
き
た

楽
し
い
出
来
事
な
ど
、お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

【
住
所
】　

　
〒
８
９
４-

０
１
９
２

　
龍
郷
町
浦
１
１
０
番
地

　
龍
郷
町
役
場
企
画
観
光
課
広
報
係

【
メ
ー
ル
】

　koho@
tow
n.tatsugo.lg.jp

【
校
正
・
編
集
、掲
載
に
つ
い
て
】

　
紙
面
の
都
合
上
、掲
載
数
に
は
限
り

が
あ
り
ま
す
。ま
た
原
稿
の
内
容
に
影

響
が
な
い
程
度
の
校
正
及
び
編
集
に
つ

い
て
は
広
報
係
に
お
任
せ
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
便
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

８月のどぅくさ会
1（水）

２（木）

４（土）

７（火）

８（水）

９（木）

10（金）

13（月）

14（火）

15（水）

16（木）

18（土）

20（月）

21（火）

22（水）

28（火）

29（水）

円・安木屋場・瀬留・赤尾木

中勝

玉里

上戸口

円

中戸口 11:30~

川内

浦

嘉渡・上戸口

円・瀬留・赤尾木

中勝 12:00~

安木屋場・玉里・大勝（照山会）

下戸口

上戸口

円

嘉渡・上戸口

円

香
典
返
し
お
礼

・
森
田

　康
朗（
故
森
田
康
生
）

社
会
福
祉
協
議
会

愛
寿
園

・
豊
山

　真
郎（
故
豊
山
ア
ヅ
エ
）

赤
尾
木
老
人
ク
ラ
ブ

社
会
福
祉
協
議
会

愛
寿
園

・
勵

　翔
吾（
故
勵
淑
子
）

瀬
留
集
落

・
伊
東

　廣
美（
故
伊
東
康
正
）

老
人
ク
ラ
ブ
幾
里
稲
穂
会

【
６
月
届
出
】　
　

　
喜
島
　
芽
依

　
泉
二
　
朔
士

　
黒
岩
　
義

　
村
山
　
羽
龍

【
６
月
届
出
】　
　

　
勵
　
淑
子

　
岩
越
　
シ
ヅ
ヱ

　
濵
﨑
　
智
賀
子

　
箕
輪
　
イ
ツ
コ

　
豊
山
　
ア
ヅ
エ

　
大
郷
　
三
郎

　
伊
東
　
康
正

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す 敬

称
略

保
護
者

宏
樹

善
之
祐

昇
平

昴
強

赤
尾
木

大
勝

大
勝

玉
里

　め
　い

さ
く
と

あ
き

う
り
ゅ
う

（
60
）

（
98
）

（
81
）

（
89
）

（
91
）

（
87
）

（
77
）

瀬
留

浦 （
愛
寿
園
）

赤
尾
木

嘉
渡

浦円秋
名
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発
行

/龍
郷

町
役

場
　

編
集

/企
画

観
光

課
 　

〒
894-0192鹿

児
島

県
大

島
郡

龍
郷

町
浦

110番
地

電
話

0997-62-3111　
Ｆ

Ａ
Ｘ

0997-62-2535　
http://w

w
w

.tow
n.tatsugo.lg.jp　

koho@
tow

n.tatsugo.lg.jp
７

July
2018

■どぅくさ会 
　14:00~16:00
■でぃでぃクラブ  りゅうがく館
　13：30～16：00
■かめのこクラブ  どぅくさぁや館
　10：30～

８月行事予定 August ※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

満１歳になりました。
この子たちに誇れる町を
みんなでつくりましょう。

わきゃシマの玉黄金

7-July

■小中学校出校日
■どぅくさ会  円・瀬留
安木屋場・赤尾木

■どぅくさ会  中勝
■楽らく龍・秋・大

■でぃでぃクラブ
■楽らく川

■でぃでぃクラブ
■健診結果報告会
戸口 14：00～14：30
■楽らく川
■町自由研究相談会・名付け会 りゅうがく館 9:30~

■でぃでぃクラブ
■かめのこクラブ
■楽らく川

■どぅくさ会  円■どぅくさ会  上戸口
■１歳６ヶ月児健診
　どぅくさぁや館
　12：30～

■どぅくさ会  下戸口
■健診結果報告会
嘉渡 9：30～10：00
芦徳 13：30～14：00

■どぅくさ会  上戸口
■でぃでぃクラブ
■健診結果報告会
安木屋場 9：00～9：30
円 10：30～11：00
秋名 14：00～14：30

■どぅくさ会  円
■おなかスッキリ
　運動教室
　どぅくさぁや館
　19：30～

■どぅくさ会  円
■健診結果報告会
赤尾木 9：30～10：00
手広 13：30～14：00

■どぅくさ会  浦
■龍郷町立小中学校
　閉庁日（～15日）
　大勝小（14～16日）

■どぅくさ会  
　嘉渡・上戸口
■じゃがいも会
どぅくさぁや館13：30～
■子ども博物学士講座

■どぅくさ会  
　嘉渡・上戸口
■健診結果報告会
りゅうがく館
 9：30～10：00/13：30～14：00

■どぅくさ会  
　円・瀬留・赤尾木
■戦争犠牲者追悼式
　10：30～

■どぅくさ会  中戸口
　11：00～
■楽らく龍・秋・大

■どぅくさ会  中勝
　12：00～
■楽らく龍・秋・大

■どぅくさ会  
　安木屋場・玉里
　大勝（照山会）

■どぅくさ会  川内
■でぃでぃクラブ
■かめのこクラブ

■第１回
壮年グランドゴルフ大会
中央グラウンド
18：00～

■夏休み子ども会
スポーツ大会小/中学生
りゅうゆう館８：30～

■西郷隆盛と菊次郎
　シンポジウム
　りゅうゆう館
　13：00～

■どぅくさ会  玉里
楽らく体操教室
　 　・龍郷  毎週木曜 午前９：30～

・秋名/幾里  毎週木曜 午後２：00～
　 　・大勝  毎週木曜 午後２：00～
　 　・川内  毎週金曜 午後７：30～

西郷隆盛と菊次郎
～敬天愛人に繋がる親子の絆～

第１部 ■基調講演
講師：原口　泉 氏（鹿児島県立図書館　館長）
演題：『敬天愛人』の精神を現代へ

第2部 ■パネルディスカッション
テーマ：「敬天愛人に繋がる親子の絆」
コーディネーター：原口　泉 氏（鹿児島県立図書館　館長）

第3部 ■西郷菊次郎翁を縁とした共同宣言式典

龍郷町体育・文化センター

りゅうゆう館文化ホール

開場：13:00  開演：13:30

よ
う
び

■健診結果報告会
大勝 9：30～10：00
中勝 13：30～14：00

■乳児健診
　どぅくさぁや館
　12：30～
■楽らく龍・秋・大

■楽らく龍・秋・大

■楽らく川

■小中学校
　出校日

　　くすもと　　 か　え　 　 　

楠元 花英ちゃん

H29.７.９生　秋名
父　直樹　　母　奈津紀

 　さわ　　　ひ　な　こ

澤 陽菜子ちゃん

H29.７.2２生　手広
父　祥平　　母　菜津美

  　 く　め   　ゆいか

久米 結花ちゃん

H29.７.１１生　玉里
父　謙二郎　　母　優

主催：明治維新１５０周年記念行事実行委員会
後援：宜蘭市/京都市/菊池市/さつま町
　　鹿児島県/エフエムたつごう/龍郷町


